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Ａ．研究目的 
海外の医師国家試験実技試験の調査結

果をふまえ、臨床実習後OSCEの評価に関
する現状の問題点を抽出し、解決案をま
とめる。 
 

Ｂ．研究方法 
英国、カナダ、台湾、韓国の医師国家試

験技能試験の現状（試験課題数、評価者、
標準模擬患者、合否判定・再試験など）を
調査し、我が国の現状と比較する。直接情
報収集ができない国・地域については、文
献レビューを行う。 
 

（倫理面への配慮） 
・本研究においては、個人や組織を直ち
に識別出来ない形で各種データを解析す
る。個人の試験成績や評価結果等も収集
するが、個人に生じる新たな負担や予想
されるリスクはないことから、文書によ
る説明・同意取得等は行わない。 
・本研究の成果は研究報告書として公開
されるが、個人や組織が特定されること
がないよう、十分に配慮する。 
 
Ｃ．研究結果 
I. 試験課題数について 
今回調査を実施した国・地域では12課

題程度が実施されていた。 
II. 評価者について 
調査対象の国・地域における受験者評

価は、試験室ごとに1名の評価者が実施し
ていた。医師以外の医療専門職が評価を

担っている国・地域もあった。 
III. 標準模擬患者について 
各国・地域において、標準模擬患者（S

tandardized Patient; 以下「SP」）の養
成に関する取組が行われおり、SP養成を
主として担当する組織が存在した。英国
では各医学部がSPを養成し、カナダではN
AC試験を実施する試験会場がSPを募集し、
養成をおこなっていた。台湾では各OSCE
センターがSP養成プログラムを企画・管
理・計画し、資格のあるSPとなるための新
しいメンバーを継続的に募集していた。
韓国では国立国家試験院がSPの募集・採
用・養成を担当し、毎年5〜8月に計8回の
養成機会が提供されていた。また、台湾と
韓国では、SP研修プログラムの認定に関
する組織があり、SPトレーニングの質の
一貫性を確保していた。 
IV. 合否判定・再試験について 
合否判定方法としてボーダーライン回

帰法が広く採用されており、試験の公平
性・妥当性・客観性を評価するための仕組
みが確立されていた。 
再試験については、英国では年に2回の

受験機会があり、不合格の場合はその年
を繰り返すことができる一方、韓国では
再試験の機会が設けられていなかった。
台湾では、春期に行われる試験で不合格
となった場合、その年の秋期に再度受験
することが可能となっていた。 
 

Ｄ．考察 
我が国の臨床実習後OSCEでは、医師2名

による評価で標準化を図っている。海外
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の現況を参考にすると、評価者の確保の
観点からは、医師1名での評価や、他の医
療専門職を活用した評価について検討す
る価値があると考えられる。ただし、海外
の如く十分な課題数による試験の実施と
本邦でも他の医療専門職が海外のような
医行為の権限が与えられることが必要か
もしれない。 
臨床実習後OSCEにおけるSPについては、

試験実施大学でSPの確保が難しい場合、
医師がSPを務める事例がある。医師がSP
を担当することは臨床現場を想起しやす
いことにメリットがあるが、人的資源の
有効活用、受験者の使用する専門用語に
対して違和感なく反応をする、受験者は
指導医を相手にしているように感じる等
のデメリットが挙げられる。これらの課
題を解決する方略として、俳優によるSP
確保も方略の1つとして検討する価値が
あると考えられる。 
出題する課題数については、我が国で

は機構課題として3課題の実施を原則と
し、大学独自課題として3課題の実施が望
ましいとされ、合計6課題での評価が推奨
されている。我が国で12課題を国家試験
として実施する場合には、試験を行うス
ペースの確保、評価者や模擬患者の確保
等、試験実施するために必要な人的及び
物的資源の確保が大きな課題である。そ
のため、今後、試験室あたりの評価者数と
試験課題数については、実行可能性も考
慮しつつ検討する必要がある。 
なお、再試験については実施体制やス

ケジュール、医師臨床研修マッチングと
の関連が大きいことが推測される。複数
回受験可能にすることは容易ではないが、
英国のように国家試験という形式をとら
ない場合は学内の再試験としての複数回
の実施が容易となる可能性がある。 
 
Ｅ．結論 
臨床実習後OSCEの評価に関する現状の

問題点を抽出し、解決案をまとめること
を目的として、英国、カナダ、台湾、韓国
等の医師国家試験技能試験の現状（試験
課題数、評価者、標準模擬患者、合否判定・
再試験など）を調査し、我が国の現状と比
較した。臨床実習後OSCEを医師国家試験化
するにあたっては、評価の標準化を図るた
めに、実行可能性に配慮しつつ、評価者や標
準模擬患者の確保などの検討と、試験課題
数の検討が引き続き必要である。 
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